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本稿ではまず現場指示と文脈指示の区別について述べる。現場指示と文脈指示の区別か

ら日本語の指示詞への認識を深め、中国人学習者に今までの間違いに気付くようにするた

めである。 

本稿ではコ・ソ・ア系の「ここ」「そこ」と「あそこ」を除き、その以外の「この」「そ

の」「あの」「これ」「それ」「あれ」を研究の対象にする。 

日本語における指示詞は三種類あるのに対して、中国語は二種類である。中国人学習者

は対応関係がわからないまま、日本語の指示詞を使う傾向がある。日本に留学する以前、

中国で日本語を勉強しているとき、「コ」は「这」、「ソ」と「ア」は「那」という対応を教

わる。しかし、日本に来てから、日本人と日本語で話すことによって、それまでの指示詞

に関する間違いに気づくようになる。 

ただ、「あの本、おもしろいですか」の「あの本」は現場指示と文脈指示の両方の解釈が可能であ

る。話し手と聞き手から遠い本を指で指す場合は現場指示になる。現場指示ではお互いに空間と

時間を共有している。一方「あの本」を文脈指示になる場合は話し手と聞き手はその「本」について

の共有の記憶と知識を持っている。 

さらに、現場指示の場合がお互いに同じ空間を共有し指でさすため、時制としては現在の

ことを指し、人称は第一人称と第二人称に限られる。文脈指示の場合は同じ空間を共有す

るのではなく、前後の文脈に依存するため、時制であれ人称であれ現場指示とは異なる。

時制としては過去と未来に関係し、人称は第一、第二、第三人称ともに使われる。しかし、

現場指示には特異性もある。美容院とタクシーの例はその特異性を語るためのものである。 

つぎに、指示詞と接続詞の区別および指示詞における日中相違点について論じた。コ・

ソ・ア系が入った接続詞は機能が文脈指示と非常に似ているため、指示詞と接続詞とは対

照的に論じる必要性がある。指示詞と接続詞の区別をうまく把握できないと、コ・ソ・ア

系が入った接続詞を指示詞と間違って思う可能である。 

本稿では接続詞を二種類に分ける。つまり、コ・ソ・ア系が入った接続詞とコ・ソ・ア

系が入っていない接続詞である。第 2 章は主にコ・ソ・ア系が入った接続詞と指示詞を判

別する方法を中心に論じる。「直前の名詞との修飾関係」と「後ろの動詞との関係」二つの

方法である。 

「直前の名詞との修飾関係」の場合は「二つの死体は、どこから見ても情死のそれでそれでそれでそれであっ

た」のように「それ｣は前の文の「死体」を指しながら直前の名詞「情死」に修飾されると

いうことである。 

「後ろの動詞との関係」の方は指示詞になる場合、何かを指しているのみならず、代名

詞になるので、文の動詞に関係が深くあるということである。したがって、それを基準と

して、文の後ろの動詞との関係があるかどうかによって指示詞か接続詞かを判別すること

が可能である。たとえば「それにそれにそれにそれに気づいていた」のような例文では、この二格は「気づく」

の必須格である。 

接続詞にはコ・ソ・アを含む「それに」や「それで」のようなものがあり、このような

場合に、指示詞か接続詞かの判別に役に立つのは述語だけである。さらに、指示詞につい
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ては接続詞だけではなく、副詞も類似した働きを持つ。本稿では指示詞とコ・ソ・ア系が

入った接続詞を論じたが、指示詞コ・ソ・ア系が入った接続詞とコ・ソ・ア系が入った副

詞の相違点については述べられなかった。今後の課題は指示詞とコ・ソ・ア系が含まれる

副詞とを判別する方法、コ・ソ・ア系が入った接続詞と副詞との相違点について研究を進

めたいと思う。 

最後に中国語における指示詞について論じる。中国語では指示語を大体三種類に分けて

いる。（1）空間的 (距離的)、（2）時間的、さらに（3）感情的である。どちらも、話し手

を中心に使用される。 

中国語では中国人使用者は現場指示であれ、文脈指示であれ、話し手を中心とし、指す

ものが近いと感じる場合は这（zhe）系を使うのに対し、遠いと判断する場合は那（na）系

を使用する。聞き手の領域を考える場合がないわけではないが、日本語に較べれば少ない。

中国語の指示詞の場合は主に聞き手の領域を考えず、話し手の判断や感覚を重視する。そ

のため、こうした母語の影響で学習者の使用する日本語は誤解を招きやすい。 

中国人学習者は中国語を母語として使っているが、中国語の文法的な仕組みについては

深く理解していない。日本語ほど詳しく把握してはいないと言えるだろう。日本語におけ

る指示詞をよりよく理解するには、母語である中国語の指示詞を把握することが重要であ

る。中国語における指示詞の機能を理解すれば、日本語との対照についてもさらに深い理

解が得られるはずである。 

最後に、「コ系と这（zhe）・那（na）の対応関係」と「ソ系・ア系と这（zhe）・那（na）の

対応関係」について、対照的に論じた。 
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